
Ｗｅｅｋｌｙ金融市場 Today’s Viewpoint    
   （05/04/08） 農林中金総合研究所 調査第二部 国内経済金融班 （全14ぺ-ジ）    

無断転載を禁ず。本資料は情報提供のみを目的に作成されたものです。投資のご判断等はご自身の責任で御願いいたします。 

ご意見・ご感想はこちらまで。E-mail taguchi@nochuri.co.jp  Ｐｈｏｎｅ 03-3243-7355      農林中金総合研究所 1/14 

  

  

  

  

  

  

市市場場のの動動きき    （（0055//0033//2288～～0044//0011  午午後後））  

発発表表経経済済指指標標とと  

重重要要ニニュューースス   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本：機械受注（2月）は、事前予測（前月比+2.7％）を上回る同+4.9％。 

 

米国：ＩSM製造業景況感（3月）は、事前予測（55.0）を上回る55.2。ＩSM非製造業景況感

（3月）も事前予測（59.0）を上回る63.1。しかし、両指数の雇用が低下している。企業は

原油高を受け、人件費を抑制しているという見方もあり。 

 

EU：独の鉱工業生産（2月）は、事前予測（前月比▲1.3%）を下回る▲2.2%。原油高の影

響を指摘する声もあるが、復活祭の休暇で就業日が少なかったことも影響しているよう

だ。 

 

  

  

  

  

  

  

株株  式式  相相  場場        
今週の米株式市場は、インフレ懸念が依然として払拭

されないものの、原油価格が先週末の過去最高値から

4日連続で下げたことのほか、大手米企業の好業績も

報道され、これらを好感して堅調に推移した。小幅反発

して週初の取引が始まった後、5日は製薬大手ファイザ

ーの２ケタ増益見通し発表を受けて医薬品株などを中

心に上昇。6日は米国債利回り低下から金融株が買わ

れた。7日はアルミ最大手、アルコアの四半期決算が

予想を上回ったことなどが好感された。7日のダウ平均

は10,546.32ドルとなり4日続伸。ナスダックも2,000ポイ

ントを回復して取引を終了。 

一方、東京株式市場は、原油価格の上昇から週明

け反落したが、以降は原油価格の続落を受けた米株

高や円安傾向など外部環境の安定が続き、企業業績

の改善につながるとの見方が広がったことから堅調な

展開となった。日経平均株価は6日に11営業日ぶりと

なる11,800円台を回復。週末は、指数オプションの特別

清算指数（SQ）算出日だったが特に波乱なく、２月の機

械受注が予想を上回ったことを好感して上昇幅を拡大。

日経平均株価は、4日続伸し先週末比151円12銭高い

11,874円75銭で終了。一方、TOPIX（東証株価指数）は

1,200ポイントを回復、業種別（33業種）では国内景気

の回復期待感からガラス・土石、ゴム、電気、輸送機器

など25業種で前週末比上昇した。 

1日にＷＴＩ価格は57バレルを突破したが、5日のグリーンスパン発言（原油価格への楽観的見通し）、利益確

定の売りや米エネルギー省統計の製油所稼働率改善（⇒在庫増期待）から下落したことにより、インフレ懸

念が緩和。これを受けた米株価上昇と、円安により、輸出株主導で日経平均株価は1万1,800円台に回復。

債券相場は、債先が139円台でもみあい。 

『今週の分析』では、①機械受注②景気ウォッチャーの分析を掲載いたしました。 

日経平均株価(日次：終値）
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債債  券券  相相  場場      
週初は先週末の米国株安の流れを受けた国内株

安から小高く始まったが、概ね債先で139円台前半の

狭いレンジ内でもみ合う場面が多かった。5日の新発

10年国債入札は、クーポンが1.3％と前回から20bp引

き下げられ、競争入札比率が90％に引き上げられる、

といったネガティブな材料もあったが、応札倍率は

3.05倍と、前回（2.62倍）より上昇。落札価格も事前予

想よりも高めで、順調な結果だったため、直後は上昇

したが、新発債販売が低調と伝えられ、引けにかけ

て下落。週末はポジティブサプライズを伴う2月機械

受注が発表されたこともあり、大引けにかけては弱

含んだ。なお、新年度資金の流入が期待されている

が、現状水準が年度前半の想定レンジの下限に近い

こともあり、本格的始動はまだのようだ。今週のイー

ルドカーブはベアスティープ化。（15：30時点：10年新

発国債（＃269）利回り1.360％（前週末比－）、債先（6

月限）139円32銭（前週末比11銭安））。 

 

 

 

 

 

 

  

  

為為  替替  相相  場場      
インフレ観測を背景とした米金利先高期待からドル

高円安が進行し、5日の東京市場で109円/ドル目前ま

で上昇。その後は、グリーンスパン米連銀議長の議会

証言（6日）、日本の機械受注（8日）などのイベントが続

く中、先週より一段高の108円台でもみあいが続いた。

円は、ユーロに対しては、138円後半～139円前半で推

移。7日にフランス、スペインの国債入札に伴う需要期

待から一時104円台となったが、入札が不調だったこと

から再び139円台に戻した。 

原油は、4日の時間外時引きでWTI価格が過去最高

値となる58ドル/バレル台を一時つけたが、その後は5

日のグリーンスパン発言（原油価格への楽観的見通し）

や利食いなどが入り下落。7日発表の米エネルギー省在庫統計で製油所の稼働率が上昇しており、在庫増期待

から続落。 

 

  

来来  週週  のの  ポポ  イイ  ンン  トト    
05年度第1回目の金融政策決定会合は賛成多数で「現状維持」が決定された。ペイオフ解禁後、目立った

混乱もなく、このまま推移すると、5月下旬から6月にかけての資金不足期（＝日銀当座預金からの資金流出

要因が多い期間）での残高目標未達が危惧され始めている。現時点で、残高目標引き下げにあまり抵抗感

のなさそうな委員として、福間・須田・水野の3氏が上げられるが、8日に新政策委員に着任した西村清彦氏

（前・東大大学院教授）がどのような判断を示していくか興味深い。また、来週15～16日にはG7財務相・中銀

総裁会議が開催される。足許まではこれまでのドル安を修正する動きが続いたものの、この流れは一時的

との見方も多く、依然としてドル先安観は根強い。また、今回欠席の中国の人民元問題も米国議会では批

判が高まっている。原油問題とあわせて注目したい。 

 

新発１０年国債利回り(日次：終値）
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主な出来事 （04/01 ～ 04/08） 
月日 政治・財政 経済・金融 海外・その他 

4月1日（金） ・ペイオフ（預金などの払戻保証

額を元本1000万円とその利息ま

でとする措置）が全面解禁  

 ・米シカゴ地区連銀のモスコウ総裁、米

国のインフレは、依然として全般的に

「良く抑制されている」ものの、若干の懸

念もあると発言 

4月2日（土）   ・ローマ法王ヨハネ・パウロ2世が死去 

4月3日（日）   ・イラク国民議会、暫定政府で産業相を

務めたイスラム教スンニ派のハチム・ハ

サニ氏を議長に選出 

・中国で日本の国連安保理常任理事国

入りに反対する抗議活動が相次ぐ 

4月4日（月） ・政府、郵政民営化法案の骨子を

正式決定 

・財務省、外貨準備（約8400億ド

ル）の運用指針を公表 

・マイクロソフトの日本法人、インター

ネットを通じた番組配信サービス開

始 

・松下電器と韓国の電機大手LG電

子、プラズマテレビの特許をめぐる訴

訟で和解すると発表 

・米シェブロン・テキサコ、石油業界9位

のユノカルを買収することで合意 

・NY原油先物価格、史上初の一時58ド

ル台を記録 

4月5日（火） ・社会保険庁、自民党の社保庁改

革関係合同部会に６９００人の人

員削減案を提示 

・政府、内戦が終結したスーダン

南部で近く展開される国連平和維

持活動（ＰＫＯ）に、外務省職員な

どの文民をＰＫＯ司令部要員とし

て派遣する方針 

・東芝、中国の携帯電話市場から撤

退。すでに生産と販売を停止 

・05年ゴールデン・ウィークの海外旅

行者数、前年比＋13.8%の60.2万人

の見通し（JTB発表） 

・韓国政府、「東北アジア平和のための

正しい歴史定立企画団」を近く発足へ 

・米グリーンスパンFRB議長、｢需要減と

生産増がすでに原油在庫の増加につな

がっている。これが続けば原油価格の

高騰を落ち着かせる｣との見方 

・フォードモーター、ホワイトカラーを対

象に希望退職を募集 

4月6日（水） ・日銀政策決定会合、当座預金残

高目標を「30－35兆円程度」に据

え置くことを賛成多数で決定 

・イオンの05年2月期連結決算、経常

利益が前年比＋19%の1560億円と、5

期連続で過去最高益を更新 

・ガソリンスタンド小売価格（４日現

在、消費税込み）、レギュラーガソリ

ンが全国平均で前週比４円上昇の１

リットル＝１２２円。９５年３月２７日以

来、１０年ぶりの高値水準 

・ＥＵ、中国製繊維製品の輸入に対し、

対応協議 

・米グリーンスパンFRB議長、連邦住宅

抵当金庫（ファニーメイ）や連邦住宅貸

付抵当公社（フレディマック）について、

資産拡大の抑制が必要と議会証言 

・米上院、中国が人民元制度の改革に

速やかに応じなければ、中国からの輸

入品に高率の報復関税を課すことを盛

り込んだ06年度国務省予算案の修正条

項を可決 

4月7日（木） ・経済財政諮問会議、「骨太方針

2005」の策定に向け議論開始 

・日韓外相会談、小泉首相が6月

か7月に韓国を訪問する方向で調

整することで一致 

 

 

 ・カイロの観光地で爆弾テロ 

・イラク大統領評議会、イスラム教シー

ア派「ダアワ党」党首、イブラヒム・ジャフ

ァリ氏を首相に任命 

・欧州中央銀行（ＥＣＢ）、ユーロ圏１２か

国の短期金利の誘導目標となる主要政

策金利を、現行の年２．０％のまま据え

置き決定 

・小売最大手ウォルマート、2-4月期の

一株利益の見通しが、56-58セントの目

標レンジの下限近くにとどまると発表 

4月8日（金） ・社会保障に関する衆参両院合

同会議の初会合が開かれ、年金

制度改革を含む社会保障制度の

一体的な見直し協議がスタート 

・ホンダ、新しい小型ステーションワ

ゴン｢エアウェイブ｣を発売 

・ローマ法王ヨハネ・パウロ2世の葬儀

（バチカンのサンピエトロ広場） 
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（入札結果：価格競争入札のみ） 

入札日 名称 発行予定額 応募額 割当額 

4月5日（火） 割引短期国債（6ヵ月）    ２兆円   １,７７５兆７,６４１億円   １兆８,３７９．５億円 

4月5日（火） 10年利付国債         １兆９，０００億円 ５兆１，９００億円 １兆６，９９３．３億円 

4月6日（水） 政府短期証券（13週）    ４．７兆円 ２,７４７兆２,４９５．６億円 ４兆２,９４１．８億円 

  

今今週週のの注注目目ポポイインントト  

月 日 政治日程等 国内経済指標等 海外経済指標等 

4月11日（月）  ・国際収支（２月速報） ・米 アトランタ連銀総裁、講演 

・EU 欧州議会、本会議（14日まで） 

・EU ユーロ圏財務相会合 

4月12日（火） ・政府税制調査会、基礎問題

小委員会 

・マネーサプライ（３月） 

・貸出・資金吸収動向（３月） 

・移動電話国内出荷(２月) 

・中古車販売台数（３月） 

・ビール・発泡酒出荷数量（３月） 

・米 貿易収支（２月） 

・米 ３月22日の連邦公開市場委員会（ＦＯ

ＭＣ）議事録 

・米 財政収支（３月） 

4月13日（水） ・「月例経済報告」についての

関係閣僚会議 

・企業物価指数（３月） 

・部門別投入・算出物価指数（２月） 

・世界半導体製造装置販売額(２月) 

・米 ＭＢＡ住宅ローン申請指数（先週分） 

・米 小売売上高（３月） 

・EU ３月のユーロ圏新車登録台数 

4月14日（木） ・原子力委員会、第23回新計

画策定会議 

・マネタリーサーベイ（２月） 

・対外対内証券投資（先週分） 

・首都圏マンション販売（３月） 

・企業倒産件数（３月） 

・商業販売統計（２月確報） 

・米 失業保険新規申請件数（先週分） 

・米 企業在庫（２月） 

・米 バーナンキＦＲＢ理事、講演 

・EU 昨年10－12月期のユーロ圏ＧＤＰ 

・EU 欧州委のユーロ圏ＧＤＰ見通し（１－

３、４－６月期） 

・EU ＥＵ外相会合（16日まで） 

4月15日（金） ・政府税制調査会、基礎問題

小委員会 

・対外対内証券投資（先週分） 

・毎月勤労統計（２月確報） 

・鉱工業生産（２月確報） 

・消費動向調査（３月） 

・米  ７カ国財務相・中央銀行総裁会議（Ｇ

７、ワシントン、16日まで） 

・米 NY連銀製造業景気指数（４月） 

・米 輸入物価指数（３月） 

・米 対米証券投資（２月） 

・米 鉱工業生産・設備稼働率（３月） 

・米 ミシガン大消費者信頼感（４月） 

4月16日（土）   ・米  国際通貨基金（ＩＭＦ）、世界銀行の

会合（17日まで、ワシントン） 

国内決算発表-（12日）髙島屋、ファミリーマート（13日）ローソン、三越 （14日）パルコ、ファーストリテイリング （15日）ダイエー 

米国決算発表-（11日）ジェネンテック （12日）アメリトレード、ガネット （13日）ＡＭＤ、アップル・コンピュータ （14日）ペプシコ、ユニシ

ス、サン・マイクロシスムズ （15日）シティグループ、ＧＥ、マテル、ワコビア 

        国国債債・・短短期期証証券券のの入入札札予予定定  ((0055年年４４月月))  

入札日 入札対象国債 

4月12日（火） 政府短期証券（2ヵ月程度） 

4月12日（火） 5年利付国債                        ２兆円 

4月13日（水） 政府短期証券（13週） 

4月14日（木） 30年利付国債                    ５，０００億円 

4月15日（金） 割引短期国債（1年） 
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（公表資料に基づき木村作成） 

＜来週以降発表予定の経済指標予想＞ 

2月の国際収支統計 【4月11日（月） 8：50】 

＜当社予測＞経常収支：原系列：1兆8,100億円（1月：7,749億円） 

季節調整済：1兆3,500億円（1月：1兆5,105億円） 

貿易統計によると原油高などの影響から輸入が前年同月比+11.4％である一方、輸出はアジアの旧正月

などの影響で同+1.7％と小幅な伸びにとどまった。これを踏まえ、貿易黒字は同▲19.3％の1兆2,500億円

と予想。サービス収支は、日本人渡航者数が同+11.4％と増えたことなどから赤字幅が同+46.9％拡大の

▲3,400億円とした。2月は米国債の利子支給があり、日本の中長期債残高（04年12月末）が前年比

+14.8％であることから、所得収支は同+3.7％の9,000億円を見込む。この結果、経常収支全体では1兆

8,100億円の黒字を予想。季節調整値は、前月▲10.6％の1兆3,500億円、2ヶ月連続の前月比マイナスと

予想。（田口）

 

3月のマネーサプライ 【4月12日（火） 8：50】 

＜当社予測＞M2+CD：前年比+2.0％（2月：+1.9％）、広義流動性：同+3.8％（2月：+3.8％） 

日本銀行券が前年比+3.7％と加速したこともあり、マネタリーベースは同+2.0％と2月よりも伸び率が拡大。

ただし、金融不安に伴う予備的動機に伴う流動性保有ニーズは減退しているが、取引需要や投機的需

要が活性化しているわけではなく、ペイオフ解禁直前など一時的要因と見られる。依然として銀行貸出の

減少傾向は続いており、マネーサプライの伸びが加速する兆候はまだ観察できない。（南） 

 

3月の企業物価 【4月13日（水） 8：50】 

＜当社予測＞国内企業物価：前年比+1.3％（2月：+1.3％）、前月比+0.2％（2月：0.2％） 

需給が逼迫している鉄鋼の他、国際商品市況で強含んでいる原油、金属製品など、素材関連価格の高

騰が予想される。一方で、ハイテク関連業種の生産・在庫調整が続いており、最終財への価格転嫁はま

だ始まっていない。当面は素材価格上昇が続くと見られるが、企業物価全体として一旦前年比上昇率が

縮小した後、年後半にかけて再び高まってくるものと予想している。（南） 
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＜今週の指標分析・注目点1＞ 

潤潤沢沢ななｷｷｬｬｯｯｼｼｭｭﾌﾌﾛﾛｰー・・旺旺盛盛なな更更新新需需要要がが下下支支ええ  

～2月の機械受注は3ヶ月ぶりプラス～ 

2月の機械受注統計によれば、設備投資の先行指標とされる民需（船舶・電力を除く）は前月比+4.9％と、3ヶ月ぶりのプ

ラス。事前のマーケット予想（前月比2％台）を上回った。前年比でも+7.2％と2ヶ月連続のプラス。 

民需（船舶・電力を除く）の内訳を見ると、製造業は前月比+10.9％と2ヶ月ぶりのプラス。業種別には、造船業（前月比▲

38.7％、製造業全体の前月比への寄与度は▲2.4%）、その他輸送機械（同▲43.5％、同じく▲1.6％）は悪かったが、生産

調整が進行中の電気機械（同+21.4％、同じく+5.0％）、化学工業（同+37.3％、同じく+2.3％）、一般機械（同+8.6％、同じく

+1.7％）などが好調で、全体を押し上げた。また、非製造業（船舶・電力を除く）は前月比+1.4％、前年比+5.4％と、いずれ

も2ヶ月連続の増加。内容的には、1月は好調だった農林漁業（前月比▲12.2％、非製造業（船舶・電力を除く）の前月比へ

の寄与度は▲1.0%）などは悪化したが、建設業、ウェイトの大きい通信業、卸・小売業などは底堅く推移。なお、電力も好

調だった。 

その他、官公庁は前月比+42.7%、代理店は同+14.0％と、ともに2ヶ月ぶりに増加。一方、外需は同▲21.9％と、2ヶ月連

続で大幅減であり、工作機械受注の外需とも整合的である。 

前回公表された1～3月期の民需（船舶・電力を除く）事前見通しは前期比+9.9％であるため、これを達成するためには3

月は前月比+27.3％で増加する必要があり、実現はかなり困難になった。なお、2四半期連続のプラス達成は同▲1.6％で

もクリアできるため、こちらの実現可能性は十分高いと見られる。 

機械受注の水準は均してみれば横ばいでの推移となっており、04年後半から輸出数量が頭打ちで推移していたことに

対応していると考えられる。つまり、外需依存度の高まった国内景気循環上、遅行的に推移する設備投資関連指標が横

ばいで推移したこと自体は足許の「足踏み状態」と整合的である。なお、先日発表された3月の工作機械受注を見ると、外

需はやや軟調ではあるが、内需は再び堅調さが強まってきている。 

日本の主要貿易相手国である米国・中国経済が引き続き力強さを見せていること、国内産業で調整色が強かったハイ

テク業種での生産・在庫調整圧力が年央までには解消する期待が強まっていること、もあり、輸出の先行きに力強さが戻

ってくれば、設備投資もまた堅調な動きを再開し

始める可能性は十分ある。また、企業のキャッシ

ュフローは依然として潤沢であり、これまでの設備

投資抑制によりビンテージは高止まりしており更

新需要は強いと思われる。実際に、3月短観での

05年度設備投資計画も大企業を中心に堅調なも

のであった。また、情報化関連投資があまり出て

いないことからは、今後出てくる可能性を示唆して

いる。設備投資を巡る環境好転が当面の設備投

資需要を下支えするものと予想している。 

（南 武志）

機械受注・工作機械受注の推移
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＜今週の指標分析・注目点2＞ 

景景気気ウウォォッッチチャャーー調調査査：：現現状状判判断断ＤＤＩＩがが改改善善  

～～先先行行きき回回復復のの可可能能性性もも～～ 

内閣府が８日に発表した０５年３月の景気ウォッチャー調

査によると、現状判断ＤＩが前月比３．９ポイント上昇の４９．

５となった。現状判断ＤＩは３ヶ月連続で上昇したが、横ばい

を示す５０には届かず７ヶ月連続で下回った。分野別の現状

判断では、家計動向関連（前月比＋４．２）、企業動向関連

（同＋３．９）、雇用関連（同＋２．４）と全てのＤＩが上昇。家

計動向関連のなかでは小売関連で客数が増えつつあること

のほか、愛知万博の開幕により旅行需要が喚起されている

との見方から、サービス関連（前月比＋５．７）が上昇した。 

一方、先行き判断ＤＩは、前月比０．１ポイント低下の４９．

８となった。雇用関連（前月比＋１．７）は引き続き上昇した

が、家計動向関連（同▲０．２）、企業動向関連（同▲０．６）

が低下。先行き判断ＤＩは、企業動向関連において不動産関

連の景況感のばらつきが続くことへの懸念などから低下し

た。この４月からは国民年金保険、雇用保険の料率引き上

げが実施され、負担増による消費への影響が懸念される一

方、今年のゴールデンウィークに海外に行く旅行者数は前

年比２ケタ上回る６０．２万人（JTB調べ）であることや、夏の

ボーナス支給額も２年ぶりにプラスに転じるとの予測も報じられており、先行き回復も期待される。（農中総研・木村

俊文）     

現状判断ＤＩの各地域の動向
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年月 合計 家計動
向関連

企業動
向関連

雇用
関連

小売関
連

飲食関
連

サービ
ス関連

住宅関
連

製造業 非製造
業

2004/10 46.4 43.6 43.1 37.0 45.3 47.4 48.2 47.4 49.0 61.3
11 45.3 43.1 42.5 40.8 45.0 42.8 46.0 44.7 46.6 58.4
12 44.2 43.4 42.4 43.8 46.0 40.7 42.6 39.3 45.5 52.8

2005/01 45.0 44.3 44.2 43.6 44.8 43.8 43.1 40.8 45.1 53.5
02 45.6 44.1 42.3 43.2 47.8 45.6 46.2 44.2 48.1 54.0
03 49.5 48.3 46.5 44.7 53.5 46.7 50.1 48.2 51.9 56.4

2004/10 48.8 47.8 46.9 49.1 49.8 47.1 47.0 45.7 48.3 59.0
11 45.8 45.2 44.7 47.0 45.8 45.5 44.0 40.9 46.3 53.1
12 44.0 43.4 43.3 42.1 44.3 41.9 43.1 40.8 45.6 49.6

2005/01 48.3 48.1 47.3 46.0 49.9 49.7 46.5 45.2 47.5 53.2
02 49.9 50.1 49.2 50.6 52.7 48.1 48.1 44.8 51.0 52.5
03 49.8 49.9 49.3 50.3 51.8 47.3 47.5 45.8 48.9 54.2

資料　内閣府「景気ウォッチャー調査」
（注）シャドー部分は50超（好況）を示す

先
行
き
判
断

景気動向判断ＤＩ（全国）

（ＤＩ）

現
状
判
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（農中総研　調査第二部　経済金融Ⅰ班作成）

新発１０
年国債
利回

債先
１０年物
中心限
月

みずほ
コーポ
新発5年
金融債
利回

金　　利
スワップ
レート
５年物
（円－円）
仲値

無担保
コール
翌日物

TIBOR
ユーロ円
3ヵ月

LIBOR円
３ヵ月

TIBOR
ユーロ円
6ヵ月

金利先物
(利回り)
中心限月

円ドル
・スポッ
ト

レート
東京
17：00
現在

ユーロ・
ドル・
スポット
レート

ユーロ
円    ス
ポット
レート
東京
17：00
現在

日経平均
（２２５種）

TOPIX
終値

NYダウ
工業株
３０種平均

ナスダック
総合

米国
財務省
証券
１０年物
国債利回

LIBOR
ドル
３ヵ月

独国
１０年物
国債利回

NY
金先物
・期近

WTI
期近

OPEC
バス
ケット
価格

05/02/14 1.445 138.39 0.731 0.709 0.002 0.0983 0.052 0.099 0.180 104.98 1.298 135.87 11,632.20 1,168.61 10,791.13 2,082.91 4.069 2.80 3.488 425.80 47.44 41.44
05/02/15 1.450 138.39 0.731 0.710 0.001 0.0983 0.052 0.099 0.170 105.04 1.303 136.19 11,646.49 1,168.19 10,837.32 2,089.21 4.096 2.81 3.513 425.90 47.26 41.84
05/02/16 1.415 138.66 0.710 0.684 0.001 0.0983 0.052 0.099 0.155 104.99 1.303 136.73 11,601.68 1,164.94 10,834.88 2,087.43 4.152 2.82 3.548 425.50 48.33 41.87
05/02/17 1.400 138.78 0.698 0.675 0.001 0.0983 0.052 0.099 0.155 105.26 1.307 137.37 11,582.72 1,161.93 10,754.26 2,061.34 4.179 2.85 3.573 427.30 47.54 42.56
05/02/18 1.410 138.72 0.702 0.678 0.001 0.0983 0.052 0.099 0.155 105.26 1.307 137.60 11,660.12 1,166.57 10,785.22 2,058.62 4.266 2.85 3.664 427.10 48.35 42.68
05/02/21 1.445 138.45 0.712 0.700 0.001 0.0983 0.052 0.099 0.160 105.69 1.307 138.08 11,651.02 1,166.74 休場 休場 4.262 2.86 3.700 休場 休場 43.12
05/02/22 1.430 138.53 0.704 0.695 0.001 0.0983 0.052 0.099 0.160 104.54 1.326 137.86 11,597.71 1,162.49 10,611.20 2,030.32 4.285 2.87 3.696 434.50 51.15 44.28
05/02/23 1.405 138.85 0.681 0.669 0.001 0.0983 0.053 0.099 0.150 104.72 1.322 138.43 11,500.18 1,152.95 10,673.79 2,031.25 4.262 2.87 3.695 434.90 51.17 44.72
05/02/24 1.400 138.89 0.673 0.669 0.001 0.0983 0.052 0.099 0.155 104.68 1.320 138.52 11,531.15 1,157.54 10,748.79 2,051.70 4.283 2.89 3.724 434.50 51.39 45.24
05/02/25 1.425 138.64 0.696 0.690 0.001 0.0967 0.052 0.099 0.160 105.26 1.325 138.92 11,658.25 1,167.33 10,841.60 2,065.40 4.264 2.91 3.710 436.10 51.49 45.49
05/02/28 1.470 138.19 0.730 0.734 0.001 0.0967 0.051 0.099 0.165 104.58 1.323 138.58 11,740.60 1,177.41 10,766.23 2,051.72 4.377 2.92 3.715 437.60 51.75 46.26
05/03/01 1.490 138.03 0.751 0.748 0.001 0.0958 0.051 0.099 0.170 104.64 1.319 138.04 11,780.53 1,179.90 10,830.00 2,071.25 4.365 2.93 3.733 433.90 51.68 46.17
05/03/02 1.495 138.00 0.753 0.750 0.001 0.0950 0.051 0.099 0.175 104.61 1.314 137.74 11,813.71 1,185.71 10,811.97 2,067.50 4.377 2.94 3.775 433.80 53.05 47.01
05/03/03 1.505 137.82 0.770 0.762 0.001 0.0950 0.051 0.099 0.175 105.13 1.311 137.97 11,856.46 1,189.52 10,833.03 2,058.40 4.377 2.95 3.759 430.80 53.57 48.36
05/03/04 1.520 137.98 0.758 0.748 0.001 0.0950 0.051 0.099 0.170 105.43 1.324 138.24 11,873.05 1,192.11 10,940.55 2,070.61 4.308 2.96 3.696 435.10 53.78 48.37
05/03/07 1.500 138.14 0.741 0.734 0.001 0.0942 0.051 0.099 0.170 104.89 1.321 138.79 11,925.36 1,199.83 10,936.86 2,090.21 4.308 2.96 3.671 435.80 53.89 48.15
05/03/08 1.495 138.14 0.741 0.736 0.001 0.0942 0.051 0.099 0.170 105.01 1.334 138.99 11,886.91 1,195.39 10,912.62 2,073.55 4.391 2.97 3.712 441.10 54.59 49.01
05/03/09 1.495 138.19 0.741 0.738 0.001 0.0933 0.051 0.099 0.170 104.62 1.339 139.73 11,966.69 1,200.63 10,805.62 2,061.29 4.520 2.98 3.764 442.90 54.77 49.87
05/03/10 1.475 138.47 0.725 0.722 0.001 0.0933 0.050 0.099 0.165 103.88 1.342 139.63 11,864.91 1,195.43 10,851.51 2,059.72 4.463 3.00 3.776 443.40 53.54 49.40
05/03/11 1.480 137.70 0.735 0.732 0.001 0.0933 0.051 0.099 0.170 104.11 1.346 139.77 11,923.89 1,200.00 10,774.36 2,041.60 4.542 3.01 3.767 446.80 54.43 49.20
05/03/14 1.500 137.55 0.746 0.741 0.001 0.0933 0.053 0.099 0.170 104.60 1.337 140.38 11,850.25 1,195.45 10,804.51 2,051.04 4.508 3.02 3.770 441.60 54.95 49.59
05/03/15 1.465 137.90 0.723 0.717 0.001 0.0933 0.054 0.099 0.240 104.98 1.331 140.11 11,821.09 1,192.80 10,745.10 2,034.98 4.545 3.03 3.712 441.40 55.05 50.21
05/03/16 1.465 137.90 0.720 0.717 0.001 0.0933 0.054 0.099 0.240 104.29 1.342 139.23 11,873.18 1,198.25 10,633.07 2,015.75 4.506 3.04 3.668 444.20 56.46 50.78
05/03/17 1.415 138.41 0.689 0.680 0.001 0.0933 0.056 0.099 0.225 104.17 1.338 139.56 11,775.50 1,192.28 10,626.35 2,016.42 4.464 3.05 3.681 439.10 56.40 51.76
05/03/18 1.420 138.34 0.693 0.689 0.001 0.0925 0.055 0.099 0.230 104.83 1.333 140.00 11,879.81 1,203.26 10,629.67 2,007.79 4.507 3.05 3.703 439.70 56.72 51.67
05/03/21 休場 休場 休場 休場 休場 休場 0.054 休場 休場 休場 1.316 休場 休場 休場 10,565.39 2,007.51 4.523 3.05 3.731 431.40 56.62 51.76
05/03/22 1.420 138.30 0.696 0.690 0.001 0.0925 0.055 0.099 0.230 104.93 1.309 138.18 11,841.97 1,202.52 10,470.51 1,989.34 4.641 3.06 3.687 431.60 56.03 51.30
05/03/23 1.405 138.47 0.687 0.680 0.001 0.0925 0.055 0.099 0.230 105.43 1.299 137.86 11,739.12 1,193.85 10,456.02 1,990.22 4.584 3.09 3.738 425.40 53.81 49.09
05/03/24 1.385 138.74 0.668 0.660 0.001 0.0925 0.054 0.099 0.225 106.41 1.294 138.38 11,745.97 1,188.44 10,442.87 1,991.06 4.597 3.09 3.705 424.80 54.84 50.12
05/03/25 1.365 138.89 0.594 0.651 0.001 0.0925 休場 0.099 0.220 106.38 1.296 137.84 11,761.10 1,193.77 休場 休場 4.593 休場 3.710 休場 休場 N.A.
05/03/28 1.370 138.89 0.591 0.647 0.001 0.0925 休場 0.099 0.220 106.95 1.290 138.05 11,792.30 1,194.04 10,485.65 1,992.52 4.640 休場 3.711 426.00 54.05 49.26
05/03/29 1.350 139.19 0.633 0.630 0.002 0.0925 0.058 0.099 0.220 107.17 1.292 138.52 11,599.82 1,175.62 10,405.70 1,973.88 4.573 3.09 3.703 426.00 54.23 49.04
05/03/30 1.350 139.16 0.637 0.634 0.002 0.0833 0.053 0.099 0.215 107.27 1.292 139.12 11,565.88 1,169.11 10,540.93 2,005.67 4.546 3.10 3.672 426.90 53.99 48.80
05/03/31 1.320 139.41 0.564 0.619 0.022 0.0825 0.054 0.097 0.210 106.97 1.296 138.62 11,668.95 1,182.18 10,503.76 1,999.23 4.481 3.12 3.622 428.70 55.40 50.23
05/04/01 1.335 139.43 0.614 0.611 0.002 0.0792 0.054 0.097 0.200 107.27 1.291 139.17 11,723.63 1,186.50 10,404.30 1,984.81 4.447 3.12 3.613 425.90 57.27 51.65
05/04/04 1.325 139.49 0.617 0.601 0.002 0.0792 0.054 0.097 0.190 107.90 1.285 139.08 11,667.54 1,183.15 10,421.14 1,991.07 4.456 3.12 3.584 423.90 57.01 52.93
05/04/05 1.355 139.18 0.635 0.622 0.002 0.0792 0.054 0.097 0.190 108.85 1.287 139.43 11,774.31 1,189.79 10,458.46 1,999.32 4.468 3.12 3.597 424.50 56.04 52.27
05/04/06 1.385 139.09 0.650 0.636 0.002 0.0792 0.054 0.097 0.200 108.07 1.287 139.26 11,827.16 1,196.23 10,486.02 1,999.14 4.422 3.12 3.590 427.10 55.85 52.10
05/04/07 1.365 139.34 0.635 0.620 0.001 0.0792 0.054 0.097 0.200 108.25 1.286 140.01 11,810.99 1,196.83 10,546.32 2,018.79 4.480 3.13 3.549 426.50 54.11 N.A.
05/04/08 1.360 139.32 0.623 0.0792 0.097 0.195 108.71 1.282 139.39 11,874.75 1,201.30 4.472 3.567  N.A.
（Bloomberg データから作成）　　　 最終日は15:30現在。

　

日付

内外金融市場データ
長期金利 短期金利 外国為替 内外株価指数 海外金利 その他
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日本国債のイ-ルドカーブ(週末）
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内内外外経経済済指指標標のの動動向向  
＜国  内＞  以下、内外経済指標の動向は、Ｂｌｏｏｍｂｅｒｇデータから農中総研作成 

対内証券投資（3/27～4/2)
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外貨準備高（３月）
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３月末の外貨準備高は８,３７７億１,８００万ドルで、前月末比２８
億４,６００万ドルの減少（３ヶ月連続）。減少要因は前月と同様、
米債券相場下落やユーロの対ドル相場下落により、運用益を上
回る評価損が生じたため。

外国株は1,000億円の買い越し（２週連続）、外国の中長期債は
2,987 億円の買い越し（２週ぶり）。外国の短期証券は▲55億円
の売り越し（２週連続）。

日本への証券投資について、株は▲585億円の売り越し（2４週
ぶり）。中長期債は▲325億円の売り越し（２週連続）、短期証券
は▲2,043億円の売り越し（３週連続）。

家計調査　全世帯　実質消費支出（２月）
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２月の全世帯家計調査によると、実質消費支出は前年比▲３.
７％と２ヶ月ぶりに減少した。前月比では▲１.８％。1世帯あたり
消費支出は２７万４,１１０円。

マネタリーベース（３月）
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２月のマネタリーベース（日銀券、貨幣流通高、日銀当座預金の
合計値）は前年比+２．０％の１１０兆３３０１億円。伸び率は２月
の１．２％から拡大。

景気動向指数（２月速報）

0

25

50

75

100

02/8 03/2 03/8 04/2 04/8 05/2

（%）

先行指数

一致指数

先行指数は２０.０％、一致指数は１６.７％。いずれも２ヶ月ぶりに
景気判断の基準となる５０％を下回った。生産関連の指標が悪
化したため。
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景気ウォッチャー調査（３月）
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３月の景気ウォッチャー調査の現状判断DIは、前月比＋３.９ｐｔ
の４９.５（３ヶ月連続の上昇）となった。小売関連で客数が増えつ
つあることや、愛知万博の開幕による旅行需要喚起などから上
昇。また､先行き判断DIは、同▲０.１ｐｔの４９．８（３ヶ月連続の低
下）。

工作機械受注（３月速報）
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３月の工作機械受注額は、前月比＋１６．７％と、３０ヶ月連続で
前年実績を上回った。うち内需は同＋２４．３％、外需は同＋７．
６％。前月比では＋１１．０％と３ヶ月ぶりに増加。

機械受注（２月、船舶・電力を除く）
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２月の機械受注・民需（船舶・電力を除く）は、前月比＋４．９％と
３ヶ月ぶりのプラス。製造業が同＋１０.９％（２ヶ月ぶり）と、大き
く増加。一方、非製造業は同＋１．４％（２ヶ月連続）と伸びが縮
小。前年比では＋７．２％と、２ヶ月連続で増加。
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＜米  国＞ 

失業率は前月から▲０．２％低下の５．２％。非農業部門雇用者は事前
予想（前月比+２１．３万人）を下回る前月比+１１万人。製造業雇用者は
▲８千人。家計調査ベースの就業者数は依然増加基調だが、原材料価
格上昇による費用の増加懸念から企業が雇用を控える動きが出てきて
いるのか、今後の動向が注目される。

米国の完全失業率(３月）
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新規失業保険申請件数（４月３日週）
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週次 4週移動平均 失業保険継続受給者

新規失業保険申請件数は、前週比▲１．９万人減の３３．４万人（事前
予測３３万人）。４週移動平均は３３．７万人。失業保険継続受給者数
（３/２７日週）は前週から+９万人増の２６８．８万人。チャレンジャー社発
表の３月の解雇者は前年比+２７％。

週次　小売売上高（季調値）
(ICSC-UBS 小売調査、４月２日週）
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前週比+０．３％。前年比は＋４．４％増。

建設支出（２月、前月比）
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住宅の建設が前月比+０．７％だったことにより、建設支出全体は同０．
４％。前年比では+１０％。

平均時給は前月比+０．３％、前年比２．６％。週平均労働時間は３３．７時
間で前月から横ばい。

ミシガン消費者信頼感指数は、速報から▲０．３ポイント下方修正の９
２．６。うち、現状指数が+０．７ポイント上方修正、期待指数が▲０．８ポ
イント下方修正された。

ミシガン大学消費者信頼感指数（３月：確報）
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２月の消費者信用残高は、前月から５５億㌦増の２兆１,２２５億㌦。

ISM製造業　景況感指数　（３月、単位：ポイント）
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前月から▲０．１ポイント低下の５５．２。４カ月連続で前月を下回った。
前月低下した、在庫（４８．６⇒５４．１）や支払い価格(６５．５⇒７３．０）
が再び上昇。雇用（５７．４⇒５３．３）が低下。

国内自動車販売（３月、年率換算）
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自動車販売は前月から+５０万台の１６３０万台。国内自動車販売は前
月から+５０万台の１３５０万台。ビッグ３比率が５８．１％、日本車比率
は３２．０％。
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卸売在庫（２月、前月比％）
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企業在庫の４分の１を占める卸売在庫は、前月比＋０．６％、前年比＋１
２．０％。耐久財は、前月比+０．６％。うち、自動車は前月（+同２．１％）の
反動から同▲０．２％。コンピューターは同▲０．５％。売上高在庫比率は
１．１８と前月から０．０１ポイント上昇。うち耐久財が１．４８、非耐久財が
０．８８。

ISM非製造業　景況感指数　（３月、単位：ポイント）
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前年差（左軸） ISM非製造業指数（右軸）

ISM非製造業指数は前月から+３．３ポイント上昇の６３．１。受注残（５１．
５⇒５６．５）が改善。雇用（５９．６⇒５７．１）は低下。

週次ガソリン在庫（４月２日週）
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原油在庫（左軸） ガソリン在庫（右軸）

前週から、原油在庫は+２３６万バレル、事前予測+２５０万バレルを下
回った。一方、ガソリン在庫は▲２１０．６万バレル、事前予測▲２００万
バレルを下回った。


